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研究の概要 
がん細胞集団に蓄積した変異の時系列観察によって「癌細胞集団の進化」にかかわるゲノム変
異を同定し、従来単クローナルと考えられていた癌細胞集団のゲノムの不均一性
（heterogeneity）、・エピゲノムの可塑性を明らかにすることで再発転移の阻害、薬剤耐性の克
服を目指す。 
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１．研究開始当初の背景 
 近年のがんゲノム解析により、癌発生およ
び進展の“ドライバー”となる遺伝子変異が
特定されつつある。がん細胞集団に蓄積した
変異の時系列観察によって「癌細胞集団の進
化」にかかわるゲノム変異を同定し、従来単
クローナルと考えられていた癌細胞集団の
ゲノム・エピゲノムの不均一性
（heterogeneity）を解明することにより、
再発転移の阻害、薬剤耐性の克服につながる
ことが期待される。 
 
２．研究の目的 
 新たにドライバー変異として同定された
遺伝子変異の多くはエピゲノム制御を担う
遺伝子、すなわちクロマチンリモデリングや
DNA メチル化に関わる遺伝子が多く、上皮間
葉移行や癌幹細胞に関わるクロマチン動態
制御の解明を通じて癌細胞の制御を目指す。 
（1） 癌細胞集団のゲノム不均一性の理解 
（2） クロマチン動態異常とエピゲノム可塑

性の解明 
（3） ゲノム変異、クロマチン情報の統

合によるがん細胞集団クローン進化
の解明 

 
３．研究の方法 
 細胞集団内のゲノム不均一性とエピゲノ
ムの可塑性によって治療抵抗性クローンの
サバイバル、さらにはクローン進化を生じる
メカニズムについてゲノム、エピゲノムの両
面から解析を行った。 
１）グリオーマ（神経膠腫）の不均一性と悪

性転化に際してのクローン進化 
 同一症例の腫瘍内のマルチプルサンプリ
ングおよび経時的ゲノム（エクソーム）解析
を行った。 
２）肝細胞がんの進展とクロマチンリモデリ
ング複合体の変異 
 早期肝がんおよび進行がんにおける遺伝
子変異の違い、FAIRE 解析による enhancer 活
性領域の変動、TET1 高発現症例における DNA
メチル化異常を検討した。 
３）婦人科がんにおけるクローン進化のモニ
タリング 
４）がん組織微小環境とエピゲノム可塑性に
関する研究 
 
４．これまでの成果 
１）グリオーマ（神経膠腫）の不均一性と悪
性転化に際してのクローン進化 
 原発腫瘍および再発腫瘍組織からのマル
チプルサンプリングにより同一腫瘍巣内の
不均一性が示された。再発腫瘍は多くの新た
な変異を獲得しており、なかでもアルキル化
剤投与症例の多くで C>T変異が大半を占める
ことが特徴的であった。経過中にミスマッチ
修復異常を来したクローンが hypermutator
となることが、悪性転化が引き起こしたと推
定された。 
２）肝細胞がんの進展とクロマチンリモデリ
ング複合体の変異 
 肝細胞がん（進行がん）500 例に加えて 50
例の早期肝細胞がん検体のエクソーム解析
によりTERTプロモーター,TP53,-catenin変
異は早期肝がんにおいて生じていることが
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観察された。一方、ARID1A および ARID2 変異
は早期肝がん症例には殆ど観察されず、肝が
ん進展に関わるドライバー遺伝子と考えら
れた。早期がんではβ-catenin 遺伝子変異に
もかかわらず、表現型としては顕在化してい
ないことから、クロマチン活性化部位と遺伝
子変異の関連を検討中である。 
 DNA脱メチル化にかかわるTET1遺伝子が一
部の肝細胞がん症例で高発現しており、TET1
が高発現する細胞の増殖は TET1 依存的であ
り 、 脱 メ チ ル 化 に よ る developmental 
enhancer の活性維持が想定された。 
３）婦人科がんにおけるクローン進化のモニ
タリング 
 手術時の血漿と腹水および術後血漿の経
時的サンプリングを開始した。血中循環 DNA
（cfDNA）の全ゲノム解析では偏りないカバ
レッジが認められた。ターゲット deep 解析
では変異アレル頻度 0.2％程度までは検出可
能であった。 
４）がん組織微小環境とエピゲノム可塑性に
関する研究 
 低栄養、低酸素などの微小環境への適応を
解明すべく、低 pH 条件下に応答する遺伝子
群を制御する転写因子を同定した。 
 
５．今後の計画 
１）肝細胞がんの進展とクロマチン動態の
解析 
２）婦人科がんにおけるクローン進化 
３）微小環境とクロマチン動態 
 3-1 癌幹細胞モデル  
 3-2 低酸素・低栄養で誘導されるncRNA 
 3-3 β-catenin 標的の ncRNA 
４）グリオーマにおけるIDH1変異とクロマ
チン動態 
５）胃がんにおける変異RHOAがもたらすク
ロマチン動態への影響 
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